
1－� －

目　　　次（CONTENTS）

専　任　教　員

―論文（Articles）―

江戸時代における〈胡飲酒〉の再興とその後をめぐって 	 南　谷　美　保 　　　 5
Reconstruction	of	bugaku	<Kon-jyu>	in	the	Edo	period	and	afterwards

	 Miho	MINAMITANI

成人前期の LGBT許容に関連する要因 	 上　野　淳　子 　　　 31
Factors	of	LGBT	Tolerance	in	Early	Adulthood 	 Junko	UENO

「～てはじめて」を含む文の分析
―事態成立の要件を表す形式「タウエデ」との比較も含めて―

	 高　橋　美奈子 　　　 41
An	analysis	of	Sentences	that	involve	Te-hajimete	

Including	comparison	of	Ta-uede 	 Minako	TAKAHASHI

和語多義語動詞の意味推測に関する考察―中国人上級日本語学習者を対象に―
	 麻　生　迪　子 　　　 57

Inferring	Unknown	Words	of	Japanese	origin	Polysemous	Verbs:		
Focusing	on		Chinese	Advanced	Learners	of	the	Japanese	Language

	 Michiko	ASO

OECD諸国における自殺、価値観と社会政策
後期近代における「生きづらさ」の解明に向けて 	 津　崎　克　彦 　　　 71

Suicide,	Values	and	Social	Policy	in	OECD	Countries	
Toward	a	Clarification	of	“Hard	to	Live”	in	Late	Modern	Age

	 Katsuhiko	TSUZAKI

知覚・感受を育成する鑑賞活動における表現媒体　―ドローンを活用した場合―
	 坂　本　暁　美 　　　 97

Expressive	Media	in	Music	Appreciation	Activity	for	Developing	Perception	and	
Sensibility	
― A	Case	Study	on	Using	Programmable	Drones ― 	 Akemi	SAKAMOTO

アンドレ・ブルトンにおけるシュルレアリスムの浮遊するシニフィアン
	 加　藤　彰　彦 　　　 109

Signifiant	flottant	of	the	surrealism	in	André	BRETON 	 Akihiko	KATO



2－� －

多様性社会における婚姻・家族と憲法上の問題
―憲法 24 条 2 項の「個人の尊厳と両性の本質的平等」と立法裁量の統制―

	 春　名　麻　季 　　　 141
Verfassungsrechtliche	Probleme	über	Ehe	und	Familie	in	der	diversifizierten	

Gemeinschaft;	“Würde	des	Individuums	und	wesentliche	Geschlechsgleichheit”	vom	
Art.	24	Abs.	2	der	japanischen	Verfassung	und	Kontrolle	des	legisrativen	Ermessen.

	 Maki	HARUNA

就業保証プログラムの理論的検討を踏まえたグリーン・ニューディールの経済効果の推計
	 福　田　　　順 　　　 159

Estimating	the	economic	benefits	of	the	Green	New	Deal	based	on	a	theoretical	review	of	
the	Job	Guarantee	Program 	 Jun	FUKUDA

ローマ共和政期における握取行為遺言及び死因贈与に関する素描
	 後　藤　弘　州 　　　 183

Summary	of	“Testamentum	per	Aes	et	Libram”	and	“Donatio	Mortis	Causa”	in	the	Roman	
Republic 	 Hirokuni	GOTO

―研究ノート（Research Notes）―

フォーカシングをベースとした小学生対象のグループワークにおけるプログラムの検討
―からだの感覚に気づくことから自己肯定感を育む試み―

	 三　宅　麻　希 　　　 197
Focusing	workshop	with	Japanese	elementary	school	age	children.;	improving	child’s	self-

esteem	through	noticing	their	bodily	feltsense. 	 Maki	MIYAKE

我が国における遠隔授業観察の現状と今後の可能性 	 福　本　義　久 　　　 213
Current	Situations	and	Future	Potentials	of	Remote	Classroom	Observation	in	Japan

	 Yoshihisa	FUKUMOTO

遠隔授業環境における英語科教育法模擬授業の実践と効果の検証および今後の展望
	 樫　本　洋　子・辻　　荘　一 　　　 231

The	Micro	Teaching	Practice	of	the	English	Teaching	Course	
in	a	Distance	Learning	Environment	and	its	Effectiveness	and	Future	Prospects

	 Hiroko	KASHIMOTO	and	Shoichi	TSUJI

アントレプレナーによるイノベーションと地域活性化	⑹
～大阪・南河内エリアでの梅酒製造業の事例から～ 	 天　野　了　一 　　　 245

Innovation	and	Vitalization	of	local	Areas	Conducted	by	Entrepreneur　Vol.6	
A	Case	Study	of	Ume	Liqueur	Company	at	South	Kawachi	Region	of	Osaka	Pref.

	 Ryoichi	AMANO



3－� －

退職した教職員

―研究ノート（Research Notes）―

「マカーマート」の説教のテーマ―ワアズ・ワスィーヤ・シウル
	 岡　﨑　桂　二 　　　 265

Homily	in	the	Maqamat ― wa’z, wasiyya, shi’r 	 Keiji	OKAZAKI



4－� －

執 筆 者 紹 介　（掲載順）

専 任 教 員

―論　文（Articles）―

南 谷 美 保 人 文 社 会 学 部 教 授 （芸 能 史、 雅 楽 史）
上 野 淳 子 人 文 社 会 学 部 准 教 授 （心 理 学）
高　 橋　 美	奈	子 人 文 社 会 学 部 准 教 授 （日本語学（日本語文法研究））
麻 生 迪 子 人 文 社 会 学 部 講 師 （日本語教育学、第二言語習得論）
津 崎 克 彦 人 文 社 会 学 部 講 師 （社 会 学）
坂 本 暁 美 教 育 学 部 教 授 （音 楽 教 育 学）
加 藤 彰 彦 経 営 学 部 教 授 （フ ラ ン ス 文 学）
春 名 麻 季 経 営 学 部 教 授 （憲 法 学 ・ E U 法）
福　 田　 	　　 	順 経 営 学 部 准 教 授 （経 済 学）
後 藤 弘 州 経 営 学 部 講 師 （ロ ー マ 法）

―研究ノート（Research Notes）―

三 宅 麻 希 人 文 社 会 学 部 准 教 授 （臨 床 心 理 学）
福 本 義 久 教 育 学 部 准 教 授 （教 育 学）
樫 本 洋 子 教 育 学 部 助 教 （英 語 教 育）
辻　 	　　 	荘　 一（共著者） 教 育 学 部 准 教 授 （英 語 教 育）
天 野 了 一 経 営 学 部 教 授 （経営学（ベンチャー起業、中小企業論））

退職した教職員

―研究ノート（Research Note）―

岡 﨑 桂 二 名 誉 教 授 （イスラム思想、比較文学）


